
ちゅうせいどうろ すずか つ

国道23号 中勢道路 （鈴鹿・津工区）
平成３１年２月１７日（日）に開通します

平成３０年１２月２０日

道路の異状を発見したら・・・道路緊急ダイヤル （通話料無料・２４時間受付） 

国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所
地域の明日へ、地域とともに。

１．概 要

鈴鹿市御薗町～津市河芸町三行間 約2.9km 
平成３１年２月１７日（日）

※開通時刻、開通式典等の詳細は、後日お知らせいたします。

２．ストック効果

◇企業立地の促進

◇救急医療の支援

◇現道の交通環境改善（時間短縮、交通事故減少）

◇災害時の支援ルート確保

３．配 布 先 三重県政記者クラブ、第二県政記者クラブ、
津市政記者クラブ、鈴鹿市政記者クラブ

４．問い合せ先 国土交通省中部地方整備局 三重河川国道事務所
すずき かつあき わ だ はるき

副所長 鈴木 克章 計画課長 和田 春樹

電 話 059-229-2220 ＦＡＸ 059-229-2238
ホームページアドレス http://www.cbr.mlit.go.jp/mie/

【別紙2】

【別紙3】

【別紙4】

【別紙5】

23

開 通 区 間 ：
開 通 日 ：

すずか みそのちょう つ かわげちょう みゆき

【別紙1】

☃雪道の走行にご注意下さい！ こちらをチェック⇒冬のドライブなび中部http://www.cbr.mlit.go.jp/road/fuyumichi.html



国道23号
中勢道路

【33.8km】

津(河芸)工区
0.9km
平成24年3月開通

松阪工区
2.8km
平成19年4月開通

津・松阪工区
3.9km
平成24年2月開通

津(野田・神戸・久居)工区
6.0km
平成27年2月開通

鈴鹿(稲生)工区
1.8km
平成26年3月開通

鈴鹿・津工区
2.9km
平成31年2月17日開通

国道23号中勢道路

三重県

津(河芸・河辺・野田)工区
10.4km
平成18年5月開通

至 伊勢

至 名古屋

事業中

ちゅうせいどうろ すずか きたたまがきちょう まつさか おづちょう

■国道23号中勢道路は、三重県鈴鹿市北玉垣町から三重県松阪市小津町に至る

延長33.8kmの幹線道路です。

これまでに全長の約83％にあたる、約28.1kmが開通しています。

■開通区間の位置図・状況

開通区間概要 別紙1

中
勢
道
路

至 名古屋

至 伊勢

（H30.10 撮影）

鈴鹿(御薗)工区
2.3km
平成17年12月開通

み え す ず か きたたまがきちょう

起 三重県鈴鹿市北玉垣町

終 三重県松阪市小津町
み え まつさか おづちょう

す ず か みそのちょう

鈴鹿市御薗町

津市河芸町三行
つ かわげちょう みゆき

津市

鈴鹿市

松阪市

中勢道路

高速道路

一般国道

その他の道路

暫定開通 未開通

【凡 例】



7%

16%

20%

32%

34%

52%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

輸送回数が増加し生産性が向上

営業エリアが広がり事業規模が拡大

燃料費が減ることで輸送コストが削減

移動時間短縮により残業が減少

通勤エリアが広がり雇用が拡大

所要時間短縮により

社内作業の時間が確保でき作業効率が向上

回答者数=44

回答項目数=71

産業ゾーン

※出典：国⼟地理院撮影 空中写真(H27年撮影)
至 伊勢

公園ゾーン

H12～H18
H19
H20～H24
H25～H27
H28～H29

【企業立地年度】流通ゾーン

住宅ゾーン
オフィス・

アルカディア
ゾーン

産業ゾーン 【中勢道路開通時期】

H12年10月

至

名
古
屋

●中勢道路沿線の中勢北部サイエンスシティでは、中勢道路の開通に伴い、10年間
で企業立地数が2倍に増加しています。

●中勢道路（鈴鹿・津工区）の開通により、当該区間の移動に要する時間が約8割
（約10分）短縮する等、作業効率の向上等が期待されています。

企業立地の促進

■中勢道路の開通延長と
中勢北部サイエンスシティ企業立地数の変化

※出典：国⼟地理院撮影 空中写真(S56年撮影)

中勢道路開通前（S56年撮影） 中勢道路開通後（H27年撮影）

※出典：国⼟地理院撮影 空中写真(H27年撮影)

至

名
古
屋

至 伊勢

ストック効果①

作業効率が向上
を期待する声が多い

※出典：津市提供資料

■今回開通により期待される効果
（サイエンスシティ企業アンケート結果より）
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別紙2

10年間で
企業立地数が

2倍に増加

■工業団地間の物流経路の変化

※出典：平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査(混雑時旅⾏速度)

中勢北部
サイエンスシティ

（工業団地）

現況
13分

開通後
3分

至

伊
勢

至 名古屋

開通区間の所要時間

約8割短縮
（約10分短縮）

現況

開通後

【通行経路】

平成31年2月17日
開通

津市

鈴鹿市

※出典：ヒアリング調査 平成30年8⽉（国⼟交通省中部地⽅整備局三重河川国道事務所）

御薗
工業団地

中勢道路

高速道路

一般国道

その他の道路

暫定開通 未開通

【凡 例】

(年度)

(ｋｍ)(社)



至 名古屋

ストック効果② 救急医療の支援

●中勢道路周辺には、中勢地域の小児救急の拠点となっている「国立病院機構
三重病院」が立地しています。

●中勢道路（鈴鹿・津工区）の開通により、鈴鹿方面から「国立病院機構 三重病
院」へ向かう走行性が向上する等、救急医療を支援します。

※出典：平成30年 鈴⿅市消防本部ヒアリング結果

■鈴鹿市消防本部の声

・当該地域における夜間の小児救急の拠点は「国立病院機構 三重病院」のみであり、搬送経
路にカーブ区間や高低差がある箇所が存在し、走行性が低いです。

・中勢道路の開通により病院までの所要時間が短縮し、走行性の向上を期待しています。

国立病院機構
三重病院

（小児二次救急）

鈴鹿市
消防本部

鈴鹿市
消防本部

国立病院機構
三重病院

（小児二次救急）

走行性の高い

開通区間を通行

線形の悪い
並行現道を通行

■救急搬送経路の道路状況

搬送経路における
急カーブ区間の状況

開通前

開通後

【搬送経路】

①

平成31年2月17日
開通

①

至 伊勢

至 名古屋

至

伊
勢

至

名
古
屋

至 伊勢

至 名古屋

至 伊勢

別紙3

（H30.2.23 撮影）

中勢道路開通
区間の状況

至 名古屋

至 伊勢 ②

②

（H30年12月撮影） （H30年11月撮影）

直線的な道路線形により走行性が向上

津市

鈴鹿市

津市

鈴鹿市

中勢道路

高速道路

一般国道

その他の道路

暫定開通 未開通

【凡 例】



70 
48 

0

20

40

60

80

H17

（現道）

H27

（現道）

（分）

706

376

0

200

400

600

800

H17 Ｈ27

（件/年）

41,210

35,590 

11%
9%

0%

10%

20%

0

20,000

40,000

60,000

H17 H27

国道23号 国道23号における

大型車混入率

（台/12ｈ）

ストック効果③ 現道の交通環境改善（時間短縮・交通事故減少）

■中勢道路開通前後における雲出本郷町
交差点の渋滞状況

※データ：平成17、27年度 全国道路・街路交通情勢調査

交通量が
約1割減少

■国道23号（現道）における断面交通量
（A-A’断面）

●これまでの中勢道路の開通により、国道23号（現道）の交通が中勢道路へ転換し、
国道23号（現道）の交通量が約1割減少、所要時間が約3割短縮、事故件数が
約5割減少しました。

●中勢道路（鈴鹿・津工区）の開通により、北玉垣町～小津町交差点間の所要時
間の更なる短縮、国道23号（現道）の交通事故の更なる減少が期待されます。

平成30年12⽉撮影(7時)

至 伊勢

至 名古屋

開通前

平成27年1⽉撮影(7時)

別紙4

■国道23号（現道）における事故件数の推移
（北玉垣町～小津町交差点）

②

中勢道路
一部開通

※データ：平成17年度 全国道路・街路交通情勢調査(混雑時旅⾏速度より算出)
：ETC2.0プローブデータ(H27.10)

■国道23号（現道）における所要時間
（北玉垣町～小津町交差点）

所要時間が
約3割短縮

更なる時間
短縮を期待

事故件数が
約5割減少

更なる事故
減少を期待

※データ：交通事故統合データベース（三重県版）より

中勢道路
一部開通

H17 H27

中勢道路
一部開通

開通後

至 伊勢

至 名古屋

②

主要渋滞箇所

【凡 例】

北玉垣町

小津町
至 伊勢

雲出本郷町

至 名古屋

①

事故危険箇所（交差点）②

国道23号における事故状況

①

平成31年2月17日
開通

津市

鈴鹿市

A’A

事故危険箇所（単線）

主要渋滞区間

未開通区間

今回開通区間

平成17年度迄開通

平成17年度以降開通

【凡例（中勢道路）】

（年度）

（年度）

（年度）



想定される

広域支援ルート

【凡 例】

１次防災拠点

２次防災拠点

３次防災拠点

浸水予測箇所

※出典：三重県 緊急輸送道路 ネットワーク計画（平成３０年４月）
三重県HP「津波浸水予想図」（平成25年度地震被害想定調査）

災害時の支援ルート確保ストック効果④

■中勢道路の位置

■津、鈴鹿市における津波浸水予想区域

災害時の
ネットワークの確保

被災地への
救援・救助活動や

人員・物資搬送の迅速化

至 名古屋

至 伊勢

■南海トラフ巨大地震発生時の震度分布

津、鈴鹿市は
震度6～7を想定

※出典：H24.8.29内閣府「南海トラフ巨大地震による被害想定（第一次報告）について」

別紙5

事業中

中勢道路

至

伊
勢

至

名
古
屋

●南海トラフ巨大地震では、人口・産業が集中する沿岸部で津波浸水が予測され、
国道２３号（現道）の寸断が想定されます。

●中勢道路の整備により、沿岸部を支援する「くしの歯」の軸が形成され、災害時の
救援・救助活動や人員・物資輸送に寄与します。

①

①

中勢道路は
内陸部に整備

（H30年2月撮影）

平成31年2月17日
開通

津市

鈴鹿市

松阪市


